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§1.ま え が き
アスペク ト(Aspect)の概念は,今 日では文法学 の領域 でか な り一般化 し
ている よ うに思われ る。に もかかわ らず,ア スペ ク トはその定義上議論 の余
地が まだ まだ残 され てお り,ま た,ア スペ ク ト因子 の分析 や アスペ ク トの体
系化の試 み も,今 まで の ところほ とん ど成功 していないのが実情 であ る。 さ
らに規範文法 の領域 では,ア スペ ク トとい うと何か余 剰な ものであ るよ うな
印象 す ら与 えてい る。その理 由 と しては,フ ランス語の動 詞体系には アスペ
ク ト表 出の指標 とな るような 形態 論的特徴 が 欠けてお り,そ の結果,組 織
的 ・均質的 な方法に よって アスペ ク トを把握で きない とい う事情 が指摘 され
てい る。 さ らに また,フ ラ ンス語 の動詞体系 のそ の よ うな性格 か ら,研 究者
が アスペ ク トの問題をたんな る理論的興味 の追求 の方 向へ逸 した り,そ うで
な いに して もアスペ ク トを時 称解釈 の一手段 と して利用す るに とどめた りし
てい るケースが多か った ことに も反省 の余地が あ るよ うに思われ る。
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フラ ンス語 の動詞体系が アスペ ク トを組織 的 ・均質的な方法で表現 し得 な
い として も,そ の ことはただ ちに フラ ンス語 におけ るアスペ ク トの不存在 を
意味 しない し,ア スペ ク トの問題 を 「アスペ ク ト的な るもの」 の理論的考察
に とどめて よい ことに もな らない。 また,ア スペク トを時称解釈 の一手段に
とどめて しま うわけに もいかない。なぜ な ら 理由はい ろいろあ るが緊急
な理 由を1つ だけあげ るな ら 実際の フラ ンス語使用 に当た って,動 詞 の
事行(procさs)を完 了か未完了か,開 始 ・終止 ・継続 ・反復 な どの どの段 階
で示す のか を表わす必 要が しば しば感ぜ られ るか らであ る。 この よ うな必要
に こたえ るためには,伝 統文法の動詞体系 の欠陥を埋め るとい うよ りは,む
しろ伝 統文 法の動詞体系を離れた 自由な立場で,い ま一度,ブ ラ ンス語 の動
詞表現に再 検討 を加 え,何 らかの形 で,フ ラ ンス語 におけ るアスペ ク ト表 出
の方法を まとめ上げ てお くことが望 ま しい。 アスペ ク トとい う文法的 カテ ゴ
リーが承認 され るためには,す くな くともこの よ うな試 みが何度 も繰 り返 し
行 なわれ る必要が あ るのではあ るまいか。た とえ体系化 が困難で も。
本稿 は,そ の よ うな 目的を達成 ナるための一つ の予備 段階 と して,フ ラソ
ス語 に アスペ ク トが存在 す るとい う前提 に立 ち,従 来行 なわれ て来 た アスペ
ク トの定 義や分類 に反省 を加 えつつ,ア スペ ク ト表現 の構成因子を分析 ・整
理づけ ることを 目指 す ものであ る。
§2.ア スペ ク トの諸 定義
アスペ ク トの問題 を考察す るに当た って,現 在 一般 にアス ペク トと呼ばれ
てい るものは どの よ うな ものか,そ して,ア スペ ク トには どの よ うなジ ャン
ルが考 え られ ているかを紹介 してお くのが順当であ ろ う。つ ま り,ア スペ ク
トの定義 と分類であ る。
　い
言 語 学 者MarouzeaUは,そ の 『言 語 学 用 語 辞 典 』 の 中 で,「 ア ス ペ ク ト
(1)J.MARouzEAu,Lexiguedelaterminol・gielinguistigue,fran.ais,αllemand,
an81ais,italien.Paris,Geuthner,1951.
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とは,た とえぽ,動 詞 に よって表わ され る行為が一時的であ るか(saisir)あ
るいは持 続を有す るか(supporter),行為がその発端 において考え られ てい
るか(attaquer)それ と もそ の展開において 考 え られ てい るか(vivre),行
為それ 自体において考 え られてい るか(mener)それ ともあ る 目的に対 して
考 え られてい るか(amener),などに よって行為 をそ の展開において考 え る
考 え方であ る」 と述べ ている。
文法学 者Grevisseの定義 もほぼ同様で あ り,「動詞 のアスペ ク トとは,動
詞行為の展 開において 考 え られた 行為の性格 であ り,ま た,こ の行為 の展
開(事 行t'>procさs)がどのよ うな 特殊 な角度 の もとに 考 え られ てい るか と
い う角度で あ り,ま た,こ の行為の 《事行》がそ の展開の中で どの よ うな段
(2)
階(phase)に あ る の か と い う 段 階 の 指 示 で あ る 」 と 述 べ て い る 。 そ し て,
Grevisseは,主 要 な ア ス ペ ク ト と して 次 の も の を 指 摘 す る 。
1時 性[瞬 間 相](asPectmomentan6):Labombe6clate・
継 続[継 続 相 コ(aspectdurafif):Jesuisentraindelire.JelePour-
chasse,
行 為 の 開 始[起 動 相](aspectinchoatif):11semet2rire・Ils'endo「t・
反 復[反 復 相](aspectit6ratif):Jerelislalettre.Ilbuvotesonvin・
連 続 ・進 行[進 行 相](asPectProgressif):Lemalvac「oissant・
完 了[完 了 相](aspectperfectif):Elleav6cu,Myrto.
未 完 了[未 完 了 相 コ(aspectilnperfectif):Jechercheunesolution.
近 い 未 来(jaProximit6danslefutu「):Ilva]i「e・ilestsu「1ePoint
deIire.
近 い 過 去(laproximit6danslePass6):JeviensdeIevoir.
文 法 家Ducha6ekは,ア ス ペ ク トの 体 系 化 を 試 み た 最 近 の 論 文 『フ ラ ン ス
(2)M・GREVISSE,・乙ebonusage,grammairefrαngaiseavecdesremarguesszar
'l
alanguefranρaise4'aWfourd'hui.Gembloux,Duculot,1936,7e6d.Paris,
Geuthner,1959.pp.532-533.
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語 に お け る ア ス ペ ク トお よ び 動 詞 行 為 の 性 格 の 問 題 に つ い て 』 の 中 で,動 詞
の ア ス ペ ク トと 動 詞 行 為 の 性 格 を 区 別 し つ つ,次 の よ うに 述 べ て い る 。 「動
詞 の ア ス ペ ク ト,こ れ は,行 為 を あ る い は そ の 展 開 に お い て(未 完 了 相:il
acherch6),あ る い は そ の 完 結 に お い て(完 了 相:ilatrouv6)表 わ す 表 わ
し 方 で あ る 。 … 動 詞 行 為 の 性 格 と は,行 為 お よ び そ の 段 階(phases)と そ の
強 さ(intensit6)が展 開 さ れ る ぽ あ い の 展 開 の 仕 方 で あ る 。 動 詞 形 態 は,た
と え ば,1時 性(ilapiqu6),継 続(ilachant6),反 復(ilselevaithsix
heures),開始(ils'endort),連続(ilestentraindetravail!er),終結(il
estaccouru),など を 含 み 得 る 」 と 。 そ し て,彼 は,次 の3つ の ア ス ペ ク ト
と15の 動 詞 行 為 の 性 格 を 指 摘 す る 。
[ア ス ペ ク トコ
1。 未 完 了 相 ま た は 未 終 結 相'(imperfectifsounon-conclusifs)
2。 完 了 相 ま た は 終 結 相(perfectifsouconclusifs)
3。 複 ア ス ペ ク ト(biaspectuels)
[動 詞 行 為 の 性 格 コ
1。1時 的 性 格(caract6「emomentan6)
2。 継 続 的 性 格(caract6reduratif)
3。 進 行 的 性 格(caracte「eP「09「essif)
4。 起 動 的 性 格(caracte「ein9「essif)
5。 終 局 的 性 格(caractereterminatif)[これ に は 最 近 終 わ っ た ぽ か り
の 行 為 を 示 す 表 現 も 含 む 。]
6。 結 果 的 性 格(caracterer6sultatif)
7Q近 く行 な わ れ る 行 為(actionimminente)
80反 復 的 性 格(caract合reit6ratif)
9。 習 慣 的 反 復 の 性 格(caractさref「6quentatif)
(3)0.DUCHACEK,SurleProbl2med'asPeotetducaract・)reael'actionverbale
enfranρa・is.(lefranfaismo4erne,34eann6e,No3,Juillet1966)
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10。 複 合 的 性 格(caractさ「emultiPlicatif)
11。 配 分 的 性 格(caract6redist「ibuti{)
12。 強 調 的 性 格(caract壱reintensit)
13。 緩 和 的 性 格(ca「acte「eatt6nuatif)
140
d'6tat)
15。 使 役 動 詞(verbesfactitifs)
(71)
状 態 変 化 を 表 わ す 動 詞(】esverbesquid6signentunchangement
以上 に引用紹介 したMarouzeau,Grevisse,Ducha6ekの3者に よるアス
ペ ク トの定義 と分類 には,い ろいろ と批判異論の余地 が残 され てい るが,そ
の よ うな批判はいずれの ちほ ど折 にふれ て 一一あ るいは別の機会 に 行 な
うこととし,こ こでは現在一般に アスペ ク トとい うものが どの よ うに理解 さ
れて いるのかを ご く表面的に示 し,本 論 の出発点 とした い。
§3.動 詞行為の時間的位置と時間的広が り
一般 に アスペ ク トの名の もとに理 解 され てい る ものが 以上の よ うな もので
あ ると して も,は た して,ア スペ ク トは よ り根源的 には何の カテ ゴ リーなの
か,つ ま り,い ろいろな言語学者 や文法学 者が うち立 てるアスペ ク トの諸 ジ
ャンルの関係をその根 底で統 一的 に把握す る ことを可能 な らしめてい る基準
は何か,と い う基本問題 に立 ち戻 って考察 してみ なけれ ぽ,上 述 の定 義 ・分
類 が妥 当か ど うか も検 討で きない し,問 題 の本質は不明の ままに残 され て し
ま う。 アスペク トが1つ の文法的 カテ ゴ リーとして承認 され るためには,こ
の よ うな基本問題を避 けて通 ることはで きないであろ う。
さて,存 在 や事物す なわ ち名詞で表わ され る 「もの」 が空間的にあ る位置
(place)とあ る広が り(6tendue)を占め る よ うに,動 詞 に よって表わ され る
行為 もあ る時間的位置(placetemporelleすなわ ちdate)とあ る時間的広が
り(6tenduetemporel】eすなわ ちdur6e)を占め る。 この ことをBonnard
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の例に よって説 明す ると,
Hier,j'aid6jeun6aurestaurant.
において,動 詞d6jeunerによって表わ され る行 為は,話 者 が話 している 日
の前 日の多分昼頃 に 行 なわれた。 つ ま りその行 為の 時 間的位置は 過去であ
る。次 に,動 詞d6jeunerが表 わす行 為は30分な り1時 間な りあ るいは1時
間半な りの時間的広が りを もって行 なわれた。前 者す なわち行 為の時間的位
置 は時称 に よって 示 され てい るに対 し,後 者 す なわ ち 行為 の時間的広が り
は,d6jeunerとい う動 詞に内在す る 意味論的性格 に よって 示 され ている。
行 為の時間的位置 を 示す時称は動詞 の 形態に よって 極 めて 明白に 表われ る
が,行 為 の時間的広 が りは形態上 に表われていな いので,そ の結果,わ れわ
れは行為 の時間的広が りに気づか ないで しま う。
次に問題を動詞行 為の量的性格一 時間的広 が りの性格一 に限 って観察
す る と,動 詞が時間的 に制限 され た行為(ac七ionslimit6es)を表わす ぽあい
と時間的に制限 され ない行為(actionsnon-limit6es)を表わすばあ いとがあ
る。 これは名詞が空 間的 に,あ るいは非連続的で あ った り,あ るいは連続的
であ った りす るの と同 じであ る。 た とえば,d6jeuner,partir,s'6crierなど
の動 詞は,あ る一定時間 の終わ りには,そ れ らの行為は必 然的 に終局 に達す
るが,chanter,marcher,neigerなどは,あ る任意 の時間の間,間 断 な く延
長 し得 る。 た とえば,
Pendanttoutelasemainequisuivit,ilgardalachambre.
で は,動 詞garderに よ っ て 表 わ さ れ る 行 為 は,決 め られ た 時 間(1週 間)
の 間 ず っ と 継 続 し た わ け で あ る が,
PendanttouteIasemainequisuivit,il4)'eunaaurestaurant.
で は,動 詞d6jeunerに よ っ て 表 わ さ れ る行 為 は1時 間 な い し2侍 間 で 終 わ
る 行 為 で あ り,garderと 同 様 の 意 味 で は 延 長 で き な い 。 い う ま で も な く,
(4)H.BoNNARD,Grammairefranρaisedeslツc6esetcollδ8espourtoutesles
classesdusecona4β876,Paris,S。U.][).E.L.1950,p.97.
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このばあいd6jeunerは7日間にわたって反復された行為である。
以上の諸例か ら解 るように動詞行為の量的性格は形態的標識はな くとも,
動詞の意味か ら察知で き,ま た動詞の 意味によって その性格は 異なって く
る。 このような動詞の表わす行為の時間的な広が り一 動詞行為の持続時間
(5)
(ladur6e)の カテ ゴ リ 一ー一を アス ペ ク トとぶ ことにす る。 この定義 に従 え
ば,ア スペ ク トは 自ず とそ の領域が決 ま り,ア スペ ク トの名の もとに考察 さ
るべ き固有 の問題が 明 らか とな る。
と ころで,上 に指摘 した よ うな例については,ア スペ ク トは余 りに も単純
であ り,話 者は アスペ ク トをほ とん ど意識 しない。あ るいは,ア スペ ク トが
動詞 の意味に内在 してい るがゆ えに,話 者 はアスペク トを 自明の こととして
看過 し勝 ちであ る。 に もかがわ らず アスペ ク トの概念は フラ ンス語 に とって
無縁では あ り得ない。 なぜ な ら,話 者が行為 の持続時間を よ り仔細に表 明 し
たい と望む ときには,ア スペク トは さ まざまな段階で,さ まざまな方法で表
現 され るか らであ る。
§4.時 称 とア スペ ク ト
前 節 で は,時 称 動 詞 行 為 の 時 間 的 位 置 と ア ス ペ ク ト 動 詞 行 為
の 時 間 的 広 が りを 区 別 し,前 者 は 動 詞 の 語 形 変 化 に よ っ て 示 され,後 者 は 動
詞 の 意 味 に よ っ て 示 さ れ る こ とを 述 べ た が,こ の 両 者 の 関 係 は,な ほ 一 層 明
らか に され ね ば な ら な い 。 従 来 ア ス ペ ク トは,あ る い は 動 詞 の 時 称 に よ り,
あ る い は 成 句(い わ ゆ る ア ス ペ ク トの 助 動 詞)に よ り表 わ され,動 詞 の 時 称
に よ る ア ス ペ ク ト表 現 は 動 詞 の 用 法 に 含 まれ る問 題 と して 片 づ け られ る こ と
(5)この定義 は 目新 しい ものではな く,す でに半 世紀近 くも前,Vendry6sがそ の
著 「言語 』(J・VENDRYES,Le1α%8αg8,introatnectionlingUtstiguedl'histoire.
Paris,LaRenaissanceduLivre,1921,p・117)の中で述 べて い る し,他 方.
最近流行 の構 造言語学 の 方 面で も,Ga]ichetはそ の著 「現代 フラ ンス語 の構造
的文法」(G・GALIcHET・Grammairest「uetu「aleduf「angaismode「ne・Pa「is-
Limoges,EditionsCharles-Lavauzelle,1967,P・90)の中に この定義 を と りい
れ てい る。
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が多かったが,時 称 とアスペク トの基本的関係が明確iにされていなければ,
アスペク ト表現に対す る時称の役割す ら,そ の真価が 見失われ る危険があ
る。時称とアスペク トの関係は,す くな くとも次の三つの観点か ら考察 し得
るo
第1は,時 称 とアスペ ク トの 機能上 の区別の 観点であ る。 前節 で引いた
例:
Hier,j,ai4)'eUn6aUreStaUrant.
において,時 称は語形 に よって示 され,ア スペ ク トは動 詞の意味 に よって示
され ることを述べたが,し か し,こ の ことは時称 とアスペ ク トが無関係 だ と
い うことを意味 しない。 ここで区別 され ているのは,時 称的価値 とアスペ ク
ト的価値 であ る。現代 フランス語 におけ る時称的価値 の本領 は,あ る動詞行
為が 「行 なわれた ・行 なわれ る ・行 なわれ るであ ろ う」時(date)の指 示に
あ る。つ ま り,話 者 が置かれ てい る時間的環境 か ら見て,あ る行為 を過去 ・
現在 ・未来 のいずれかに位置づけ る。従 って,時 称は行為 の持続時間 のカテ
ゴ リーを示す アスペ ク トとは機能を異にす るので あ る。
第2は,時 称 と アスペ ク トの統 辞法上の 連帯 関係であ る。 上 に述べた通
り,時 称 とアスペ ク トは機能 を異に しなが ら,同 一 の事行(proces)に属す
る。 アスペ ク トを示す のは動詞の意味であ るが,そ の ことは本来動 詞に内在
す る意味一 辞書的段階 におけ る 〈概念,(concept)としての意味 に よ
ってアスペ ク トが決 まるとい うことではない。概念 と しての動詞の意味 は,
いか なる文 脈(contexte)も状 況(situation)も与 え られ てい ないか ら,ア
スペ ク トは潜在的で あ り,ア スペ ク トの詳 細を規定 し得 ない。た とえば,動
詞 ・parler>は,継続 アスペ ク トを もつ と一般 に考 え られてい るが,
D,abord,1,aiparl6aPierreetilm'ar6pondu.
では,起 動相(動 作 の開始)が 前 面に表われ てい る。他 方l
Chaquematin,ilm,aμ磁desestravaux.
フラ ンス語に おけ るアスペ ク トとそ の構成 因子につい て (75)
では,も っとも顕著に認め られ るのは 反復相(動 作の反復)で ある。 つま
り,動詞は文の中で述語機能を演ずるとき,は じめて動詞の意味は現実的 と
な り,ア スペク トの詳細が表現される。そのばあい時称とアスペク トは同一
の事行に参加 しているがゆえに両輪の関係にある。 このよ うな意味で,動 詞
行為を現実化 し,動詞のアスペク トの詳細を決める唯一の組織的手段は時称
なのである。 バイイのことぽを借 りるならば,「時称 と接触す るときに,ア
(6)
スペ ク トは,現 実化 された事行 を量化す る」 のであ る。
第3は,ア スペ ク トの表現が直接 に時称に含 まれ るぽあいの時称 とアスペ
ク トの関係であ る。 このばあいの関係はあ くまで上述 の第1・ 第2の 観点 を
ふ まえて論ず ることが大切であ る。 なぜな ら,こ のば あいの時称は アスペ ク
ト表現 の一手段 としての時称 にす ぎないか らであ る。
あ る種の時称は,多 少 とも強い アスペ ク ト的価値 を もってい る。 た とえ
ば,
Hier,amidi,Pierre41'eunait.
におけ る半過去時称は,時 称的価値 としては行 為を過去に位置づけ,同 時 に
アスペ ク ト的価値 としては継続相を示す 。
時称の アスペ ク ト的価値は複合過去において一層顕著であ る。
①Le2d6cembre1804,Napol60nestdevenu(=devint)empreurdes
Frangais.
②LacarrieredePaulestbris6e:ilestaevenuaveugle.
の比較 において,① が単純過去 と等価であ るに対 し,② は過 去の行為か ら結
果す る現在 の状態,す なわち現在完 了相を表わす。 これは,複 合過去 が単純
過去 の示す過去に対 して,現 在完 了アスペ ク トを示 していた古 き時代 の名残
りであ る。
その他の時称 もアスペク ト的価値 を有す るが,し か し一般 に時称の アスペ
(6)Ch.BALLY,Ln"nguistigue8ha6raleθ彦linguistigueノ'rangaise,Berne,A.Fran-
cke,1950,p.80.
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ク ト的価値は充分でない。なぜな ら,時称が含むアスペク ト的価値は限 られ
たぽあいに しか表われない し,また絶対的ではあ り得ない。 この ことはいず
れ第6節 以下で詳述す ることにす る。
§5.動 詞における連続概念 と非連続概念
第3節 では,ア スペ ク トが持続時間の カテゴ リーであ り,動 詞の意味 に よ
って決定 され ることを述べ たが,本 節 では,ア スペ ク トと動 詞の意味 の基本
的関係を さ らに 明確 に してお きた い。
あ る種 の動詞(Ex.aimer,habiter,pleuvoir,etc.)はそれ 自体で連続 的
意味 を もってお り,ま た別のあ る種の動詞(Ex.accourir,naitre,mourir,
etc・)はそれ 自体 で 非連続的意味を もって いる。 この よ うな 動詞の 連続概
念 と非連続概念 の区別は アスペ ク ト分析に 広 く用 い られてい る 方法で,連
続概念を もつ 動詞 は 一般 に 進行中 の行為を 表現す るので 未完 了相(aspect
imperfectif)に結びつけ られ,他 方,非 連続概念 を もつ動詞は一般 に完 了 し
た行為を表現す るので完了相(aspectper正ectif)に結 びつけ られ る。第2節
に引用 したDucha6ekもこの方法で 未 完了相 と完了相を区別 し,さ らに,
未完了相 と完了相 の双方を 表 わ しうる動詞を 複 アスペ ク ト(biaspectuels)
(7)
と し て い る 。 以 下 に こ の3群 の 動 詞 分 類 を 引 用 し て お く。
1。 未 完 了 相 ま た は 未 終 結 相(imperfectifsounon-conclusifs):これ は あ
ら ゆ る 時 称 に お い て 進 行 中 の 行 為 を 示 す ア ス ペ ク トで あ る 。
aller,courir,nager,circuler,chasser,pourchasser,r6gner,boycotter,
jalouser,aimer,compatir,consister,habi七er,travailler,parler,
converser,bavarder,causer,raconter,dormir,rever,agoniser,
apPartenir,a七tendre,etc.
2。 完 了相 または終結相(perfectifsouconclusifs):これ は半過去をのぞ
くあ らゆ る過去時称にお いて,終 結 した行為を示す アスペ ク トであ る。
　
(7)0.DucHAcEK,op.cit.PP.163-164.
フラ ンス語に おけ るアスペ ク トとそ の構成 因子につ いて (77)
accourir,atteindre,s'6crier,trouver,bondir,sursauter,apercevoir,
naitre,mOurir,etc.
3。 複 ア ス ペ ク ト(biaspectuels):これ は 文 脈 ま た は 状 況 に 従 っ て,あ る
い は 完 結 し た 行 為 を 指 し,あ る い は 未 完 了 の 行 為 を 示 す ア ス ペ ク トで あ る 。
lire,connaitre,croire,occuper,setaire,etc,
動詞における連続概念 と非連続概念の区別に基いてアスペ ク トの区別を行
な うことは,ア スペク トの定義か らして当然のことであるが,そ こには注意
すべ きい くつかの間題が生ず る。
第1に,動 詞のアスペク トが動詞の意味に よって決 まるとしても,上 の分
類のよ うに不定形の姿のもとに概念的に示 された動詞は,そ の動詞行為のお
よその性格 しか伝えず,ア スペク トが明瞭になるためには,動 詞が述語動詞
として 現実化されねぽならない。 この ことはすでに 前節で述べた通 りであ
る。事実,上 に列挙 された動詞の性格が特定の文脈 と状況においては容易に
変化を蒙む り,完了 ・未完了以外のアスペ クトが重要な比重を占めるに至 る
(前節parlerの例参照)。
第2に,上 の分類の第1群(未 完了相)と 第2群(完 了相)に 分類 され る
動詞の数は限 られてお り,それ以外の大部分の動詞の意味論的内容は,い か
なるアスペク ト概念 も含んでいない。 従 って,こ の種の分類には 限界があ
る。
第3に,第3群(複 アスペ ク ト)のグループは,第1群 ・第2群 とは当然
区別 してかか らねばな らない。複アスペク トとは実際にそのようなアスペク
トがあるのではな く,ア スペ ク トの可能性を指 した語である。いわゆ る単純
意味関係は言語の理想状態に過ぎず,ラ ングの段階では大部分の語は多義的
であるか ら,同 じ段階でアスペク トが複アスペク トとなるのは当然である。
しか し,実 はある種の多義的な動詞が複アスペク トであることは,ア スベク
トが文脈 と状況によって支配され る意味に基づ くことを逆に証拠立てている
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のである。
第4に,第2群 の完了相についてさらに付言すれぽ,半 過去においてはア
スペ ク トは完了相ではない(Ex.Ilmourait)。フランス語では,あ らゆる
時称において完了の概念を示す動詞は存在 しない。 このことはフランス語に
おける時称体系の発達を物語 るものである。
以上のような問題点を考慮にいれると,フ ランス語では,連 続概念と非連
続概念を基準に概念的な動詞分類を行な うことはアスペ ク トを考える上であ
る限 られたばあいに しか有効でない。問題 となるのは現実化 された事行であ
り,そ のためには どうしても文脈 と状況を考慮にいれなけれぽな らない。文
脈 と状況は動詞の意味を決定 し,動詞の意味はアスペク トを決定す るか らで
ある。
§6.ア スペ ク トの 諸 ジ ャ ンル
か くして,ア スペ ク トの分析は,述 語動詞 の意味の分析か ら始 まるが,述
語動 詞の意味 を決定す るさまざまな要 素は アスペ ク ト表現 の構成 因子 であ る
とい える。 本稿 では,以 下に,そ の よ うなアスペ ク トの構成 因子 の分析を試
み ることにな るのだが,そ の前 に,わ れわれは,ア スペ ク トの定義 アス
ペ ク トとは 動詞行為 の 持続時間(dur6e)のカテゴ リーで あ る一 か ら,い
くつかの アスペ ク トの ジャンルを予想 で きる。「持続時間(dur6e)とは,あ
る一・つの現象 に対 して,二 つ の極 限(初 め と終 わ り)の 間に流れ去 る時間的
　め
広 が りで あ る 」。 従 っ て,第1に,時 間 的 広 が りが 認 め られ る か 否 か に よ り,
継 続 相(aspectduratif)と瞬 間 相(aspectmomentan6)の 区 別 が 考 え られ
る 。 第2に,持 続 時 間(dur6e)の 両 極 限 で あ る 「初 め 」 と 「終 わ り」 に 着 目
す る こ と に よ り,起 動 相(aspectinchoatif)と終 結 相(aspectterminatif)
が 区 別 さ れ る 。 こ の ば あ い,行 為 の 終 結 そ れ 自 体 を 問 題 と す る 終 結 相 と 並 ん
(8)P.ROBERT,DictionnairealPhabgtigueetanalogiguedela♂απ8制8.frangaise・
Paris,LeRobert,1967.
〆
フラ ソス語に おけ るアスペ ク トとそ の構成 因子につ いて (79)
で,行 為 の結 果を 問題 にす る結果相(aspectr6sultatif)が隣接 アスペ ク ト
と して考 え られ る。第3に,あ る行 為に時間的広が りが認め られ るば あい,
上記継続相のほかに 反復相(asPectit6ratif)と進行相(asPectProgressif)
が考 え られ る。 これ ら 予想 され る アスペ ク トを まとめ ると 次表 の通 りとな
る。
瞬 間 的 行 為 瞬 間 相(aspectmomentan6)
1,継 続 相(aspectduratif)
継 続 的 行 為2.反 復 相(aspectit6ratif)
13.進 行 相(aspectprogressif)
行 為 の 開 始
行 為 の 完 了
起 動 相(aspectinchoatif)
L終 結 相(aspectterminatif)
ヱ・一翠 相(asp哩6sullatif)
以下,本 稿では上 表の7つ の ジ ャンルを中心 にそのアスペ ク ト因子 を考察
して行 くことにす るが,そ のば あい これ ら7つ の アスペ ク ト・ジ ャンルに関
連す るアスペ ク ト的性格 も当然考察 の対象 となる。
§7.瞬 間 相(aspectm。rnentan6)
瞬 間 相 ま た は1時 相 と呼 ば れ る ア ス ペ ク トは,行 為 の 瞬 間 的 性 格 を 表 わ す 。
こ こで 瞬 間 的(momentan6)と い うの は,《quinedurequ'unmoment》
の 意 で あ り,一 般 に 極 め て 短 い が あ る程 度 の 持 続(dur6e)が 認 め られ る 。
た と え ば,〈Ilestmort.〉は 瞬 間 相 で あ る が 死 亡 の 行 為 に は あ る程 度 の持
続 が あ る。
瞬 間 相 は 次 の 手 段 に よ り表 わ され る。
(1)動 詞 の 意 味 内 容 。
Labombe6clate.(Grevisse)
Jesuisviteaccouru.(LaFontaine)
(2)時 称 。 文 語 で は 前 過 去(Pass6ant6rieur),口語 で は 重 複 合 時 称
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(temPssurcomPos6s)が瞬 間 相 の 観 念 を 表 わ す こ と が で き る 。 前 過 去 も 重
複 合 時 称 も独 立 節 で 動 作 の 迅 速 な 完 了 を 表 わ す か ら で あ る 。
こ の ば あ い の 前 過 去 は,一 般 に 時 の 状 況 補 語bient6t,vite,apeine,en
unmoMent,enuninstant,な ど を 伴 な う。
Lechieneut♂吻o吻lepainenunmoment.
Lacigogneaulongbecn,enputattrapermiette,
Etledr61eeutlap61etoutenunmoment。(LaFontaine)
Cependantladouceurdelatemp6rature,labeaut6ducie1,nous
eurentbient6taistraitsdenospens6es.(L.Veuillot)
重 複 合 時 称 の ば あ い も,時 の 状 況 補 語 を 伴 な う の が 普 通 で あ る 。
Ah1ilsavaienteuvite'oπ7がlecableautourdesbittes.
J,auraieubient6tプ蒼nicetravail.
Commeelleaeuvitefaitderamassertoutescescartesetdese
remettreaujeu!(F.Mauriac)
こ の よ うに 時 称 が 時 の 状 況 補 語 に よ っ て 補 強 さ れ て い る と こ ろ を 見 る と,
時 称 の ア ス ペ ク ト的 価 値 は 微 弱 だ と い わ ね ぽ な ら な い 。 ま た,前 過 去 ・重 複
合 時 称 以 外 の 時 称 も瞬 間 相 を 表 わ す こ と が で き る し,逆 に,前 過 去 ・重 複 合
時 称 も 瞬 間 相 以 外 の ア ス ペ ク トを 示 し 得 る 。 そ れ ゆ え,時 称 は ア ス ペ ク ト的
価 値 を 有 し て い る と は い え,そ の 価 値 は 絶 対 的 で は な い 。 あ る 時 称 が 唯 一 の
ア ス ペ ク トを 表 わ し,逆 に,あ る ア ス ペ ク トが 唯 一 の 時 称 に よ っ て 表 わ さ れ
る と い う こ と は な い の で あ る 。
③ 状 況 補 語 。 前 項 で 見 た 通 り,状 況 補 語 は,時 称 の ア ス ペ ク ト的 価 値 を
補 強 す る 機 能 を も つ が,時 に は,瞬 間 相 が 状 況 補 語 の み に よ っ て 表 わ さ れ る
こ と が あ る 。 す な わ ち,soudain,soudainement,vite,aPinstant,sur-1e-
champ,bient6t,dansl,instantm6me,enunclind,ceil,enunmoment,
enUninStant,な ど 。
Ildisparutenunclin4'mil.
フラ ソス語 におけ るアスペ ク トとそ の構成 因子につ いて (81)
Laquestionfutr6gl6esur-le-champ.(Le-PetitRobert)
Souaainretentitunglasrauque.(A.Gide)
Ilaemmen6safemmeal,instant.
(4)迂 言 法(P6riphrase)また は 分 析 的 表 現 。 単 純 動 詞 の 使 用 が 行 為 の 瞬
間 的 性 格 を 充 分 に 表 現 し得 な い ば あ い に は,単 純 動 詞 の 代 わ りに 「動 詞+名
詞 」 の よ うな 動 詞 句 的 構 成 の 述 語 表 現 を 用 い て ア ス ペ ク トを 明 瞭 に す る こ
とが で き る。 た と え ば,<Ilregarda>で は,ア ス ペ ク トは 瞬 間 相 か 継 続 相
か 不 明 で あ る 。 これ を 〈Iljetaunregardrapide>また は,〈Iljetaun
coupd'ceil>のよ うに 言 い 換 え る こ とに よ っ て,行 為 の1時 的 性 格 が 明 らか
`9)
に な る 。"
Ilt616phona.→Ildonnauncoupde七616phone。
Ilrecula.→Ileutunrecul.Ileutunmouvementderecul.
Ilcria.→Ilpoussauncri.
§8.継 続 相(aspectduratV)
継 続 相 は 動 詞 行 為 の 継 続 的 性 格 を 示 す 。 継 続 相 を 表 わ す 手 段 は フ ラ ン ス 語
で は と く に 豊 か で あ る よ うに 思 わ れ る 。
(1)動 詞 の 意 味 内 容 。 一 口 に 動 詞 の 意 味 と 言 っ て も,動 詞 が 示 す 継 続 的 意
味 に は さ ま ざ ま な 段 階 が あ る こ と に 注 意 し な け れ ぽ な ら な い 。
Jeanneetlebaronsoup'rentent6teentete.(Maupassant)
Ellesongeaaupass6,bl,avenir,alarapidit6delavie.(A.de
Musset)
Ilpleuredansmoncoeurcommeilpleutsurlaville.(Verlaine)
(2)時 称 。 半 過 去(imparfait)は過 去 に お け る 行 為 の 継 続 を 示 す 。
(9)Duchaこekは前 掲 論 文 の 中 で この 種 の 迂 言 法 を詳 し く 分 析 して い る。 こ の構
成 で ひ ん ぽ ん に 用 い られ る動 詞 は,avoir,faire,donner,je七er,pousserであ
る。 また,そ の構 成 要 素 とな る 名 詞 の 中 で しば しば 用 い られ る のは.cOUP,cri,
regard,gesteおよびrireで あ る。
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Quefaisiex-vousautempschaud?(LaFontaine)
LesCitOyensrOmainSregantaientlecOmmerCeetlesartScomme
desoccupationsd'esclaves:ilsnelesexerCaientpoint.(Montesquieu)
半 過 去 が つ ね に 継 続 を 表 わ す と は 限 ら な い 。 反 復 を 表 わ す(cf・ §9)ほ
か,と く に 注 意 す べ き は,絵 画 的 描 写 の 半 過 去 お よ び 自 由 間 接 話 法 で あ る 。
Lachさvreblanchefranchissaitd'unsautdegrandstorrentsqui
1'e'claboussaientaupassagedepoussiさrehumideetd'6cume.Alors,
touteruisselante,elleallaits,6tendresurquelquerocheplateetse
faisaits6cherparlesolei1.(A.Daudet)[絵画 的 描 写 の 半 過 去]
Maislemarchands,6criaqu,elleavaittort;ilsseconnaissaient;est-
cequ'ilaoutaitd'elle?Quelenfantillage!Elleinsistacependantpour
qu'ilP「itaumoinslachaine・(Flaubert)[自由 間 接 話 法]
(3)状 況 補 語 。 行 為 の 継 続 期 間 が 状 況 補 語 に よ っ て 示 さ れ る ば あ い に は,
そ の 状 況 補 語 は 継 続 相 を 明 示 す る 働 き を も つ 。
J'ailongtempsr6fl6chidurantcesmoisd'hiver.(A.Gide)
Iltravaillatoutesavie.(Bonnard)
(4)〈6tre+現 在 分 詞 〉 の 構 文 。
Ilesth`sitant.Ilestmourant.
こ の 種 の 構 文 を 継 続 相 の 因 子 と 見 な す こ とに は 問 題 が な い で は な い 。 な ぜ
な ら,フ ラ ン ス 語 で は 現 在 分 詞 が 主 語 の 属 詞 とな る と きに は,動 詞 的 形 容 詞
で あ り,主 語 と性 数 の 一 致 が 必 要 で あ る 。 上 例 は,女 性 形 で は,(Elleest
h'sitante(mourantの〉 と な る は ず で,通 常 の 〈主 語+動 詞+属 詞 〉の 構 文 と
変 わ りな い 。 しか し,6treは 状 態 を 表 わ す 動 詞 で あ り,状 態 は つ ね に あ る
継 続 時 間 を もつ か ら,継 続 相 を 示 し て い る こ とに 変 わ りは な い 。
Elleavaittoujours6t6pauvre,toujoursemPruntant,toujours44》en-
sant.(Alain-Fournier)
この 例 で は,emPruntantとd6Pensantは明'らか に 現 在 分 詞 で あ る が,
フ ランス語 におけ るアスペ ク トとそ の構 成因子に ついて(83)
ム
動 詞etreか ら切 り離 さ れ て い る 。'
要 す る に,英 語 の(be+現 在 分 詞 〉 の 構 文 に 認 め られ る よ う な 継 続 相 は,
フ ラ ン ス 語 の く6tre+現在 分 詞 〉 の 構 文 に は 認 め が た い 。
(5)'準助 動 詞 。'継続 相 を も っ と も 明 瞭 に 示 す 方 法 は,ア ス ペ ク トの 助 動 詞
(auxiliairesd'aspect)と呼 ば れ る 準 助 動 詞 の 使 用 で あ る 。
6treentrainde:Quandjel'airencontr6dansl'escalier,Salamano
{'編'en〃α伽4'insultersonchien.(A.Camus)
6tresurlepointde:LegouvernementestsUγlepointdeprendre
telled6cision.(LePetitI～obert)
et・ea・IIρ・t・}t・av・ill…L・v・it・eest・1・6pare・・
etreaprさsa(古 語):Ilestaprs諺batirsamaison.(オoα46〃卿)
(6)継 続 を 意 味 す る 動 詞 。continuer,poursuivre,durer,persisterなど の
動 詞 は,(1)に 述 べ た 動 詞 と は 別 に,そ れ 自 身 継 続 を 意 味 す る 。 これ ら の 動 詞
は 本 動 詞 と し て 用 い ら れ て も 準 助 動 詞 と し て 用 い られ て も,継 続 相 を 表 わ
す 。
Coηあη"6β4echanter.etdesouffrir;c,estleplusnoble6tat.(Sain-
te-Beuve)
Lepaysan .frangaiscontinMednourrirletisserandfrangais.(A.
Maurois)
Chacundenosconcitoyensavaitpoursuivises.'Qccupations.(A。
Camus)'c
〈nepascesserde+不 定 形)も 継 続 を 表 わ す 。
EUeavaitconsciencequesavolont6n'avaitpascess94'agirsurson
destin.(MartinduGard)
(7)状 態 を 表 わ す 動 詞 。 状 態 は つ ね に あ る 継 続 時 間 を も つ か ら,6tre,
rester,demeurerなど の 状 態 を 表 わ す 動 詞 は 継 続 相 を 示 す 。
Ilat6assis.Ilestrest'debout.
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Ilest4emeur6immobile.
と くに,前 置 詞 を 先 立 て た 名 詞 で 構 成 さ れ る 動 詞 句 で は,継 続 相 が 明 瞭 に
表 わ れ る 。
Ilestenclasse(enmarche,envoyage,ensueur,enbonnesanttr,en
route).
Lescerisierssonten.fZBurs(enノ'loraison).
こ の ば あ い,名 詞 が 前 置 詞 句 を 先 立 て る こ と も あ る 。
Ilestenfacedudanger.Ilesthorsdedanger.Ilesten♂ 如診
d'ivresse.
§9.反 復 相(a剛 ㎞it6ratiの
反 復 相 は 行 為 の反 復 的 性 格 を 表 わ す ア ス ペ ク トで あ る が,一 口 に 反 復 と言
っ て も,た ん に2回 な い し数 回 の 反 復 か ら極 め て 規 則 的 ・習 慣 的 反 復 ま で さ
ま ざ ま で あ る。 一 般 に 習 慣 的 な反 復 は,習 慣 的 反 復 相(aspectfr6quentatif)
と し て反 復 相 と は 区 別 され て い る が,ア ス ペ ク ト表 現 の手 段 の 観 点 か らは,
両 者 の 間 に 特 別 な差 異 は 認 め られ な い の で,こ こ で は 一 括 し て取 扱 う。 反 復
相 は 次 の 方 法 に よ り表 わ され る。
(1)動 詞 の 意 味 内 容 。 と くに 接 頭 辞re一 で 始 る動 詞 。
Ilrelistouslesjourssalettre.
(2)時称 。 半 過 去(imparfait)およ び 大 過 去(plus-que-parfait)は過 去 に
お け る行 為 の 反 復 や 習 慣 的 反 復 を 示 す 。 こ の ば あ い,時 称 は 一 般 に,parfois・
quelquefois,souvent,chaquefois,tant,toujours,touslesjours,habi-
tuellement,ordinairement,chaquematin,chaquesoir,tous】esansなど
の状 況 補 語 を 伴 な う。
J'allaislevoirtouslesjours.
AParis,quandnousavionsfinidetravailler,nousallionschaque
】OUrnOUSprOmener。
フラ ンス語に おけ るアスペ ク トとそ の構成 因子につ いて (85)
UnmalheureuxapPelaittouslesjours】aMortbsonsecours .
D'ordinaire,aucommencementde・]aclasse,ilsefaisaitungrand
tapagequ'onentenaaitjusquedans]arue,_(A.Daudet)
Dさsquesamさre6taitrevenuedesvepres,il}uiconsacTaitla,finde
lajoum6e・(EMauriac)
(3)状 況 補 語 。 行 為 の 反 復 的 性 格 は 状 況 補 語 の み に よ っ て も 表 わ さ れ る 。
こ の ば あ い,状 況 補 語 は,反 復 の 回 数 を 明 示 し た り,漠 然 と 反 復 を 示 し た
り,あ る い は 習 慣 的 行 為 を 示 し た り す る 。
IlvientnouSvoirtouslesブo彿 欝5)lam,meh6ure.
1)eUX-fois1りα7ブ0%7,dOngeheUres'etd5伽heUγes,1eVieUXmeneSOn
chienpromener.(A.Camus)
J,allailevoirentouttrois/bispendantcetemps一ぬ.
J,aitir6.encoPtequat・refois.(A.camus)
Sat6tecognaitunpeusurlaconsole.Detempsentempsils,yfrot-
taitlentementl,occipita1,d,unmouvementnatureldecerf.(Vercors)
Ilvatant^tcheβ1,%n,tant^tchθZl,a彿tγθ.
(4)準 助 動 詞 。 習 慣 的 行 為 は 動 詞 句avoircoutumede,avOirl'habitude
deな ど に よ っ て 明 示 さ れ る 。
Iln,avaitpascoutumedemanquerlamesse.(G.Sand)
J,ail'habitudedeboireducaf6aprさschaquerepas.
§10.進 行 相(aspeCtpr。gressis)
進行 相 または漸進相 は,継 続 相の隣接 アスペ ク トであ る。行 為のたんな る
継続 的性格 を表わすのが継続相 であ るに対 し,継 続 的行 為の中に漸進的 。進
行 的性格 が認め られ るばあい,・進行 相が問題 とな る。進行相は次の手段に よ
り表わ され る。 、
(1)aller+現在分詞(ま たは96rondif)。
(86)人 文 研 究 第37-輯
Les・vivresvontau8ment,antdeprixchaquejour.(Brunot)
Lemur.vas"croulant・(Brunot)
J'aidepuishierunrhumatismequinevaqu'enempirantd'heure
enheure.(G.Flaubert)
Mais1,impressiondesapremi壱rerencontreaveclamisξredumonde
iraen5'α彦∫海 紹 π'.(R.Rolland)
(2)準.助 動 詞6treenvoiede:p
Ilestenvoieder6ussir.(Brunot)
(3)状 況 補 語 。 進 行 相 は,ま た 副 詞 句toujoursmoins,toujoursplus・de
plusenplus,demoinsenmoins,dejourenjour,d'heureenheure,な
ど に よ っ て 表 わ さ れ る 。
AmesurequeIepouvoirses6cularisaitetpassaitendesmains
incr6dules,lepeuplejuifvivaitaemoinsenmoinspourlaterre.
(Renan)
Les'.'habitantsdeParvadomuss,occupaient4emoins.enmoinsde
leurenfant.(A,Daudet)
(4)動 詞 の 反 復 。
Etlaneigetombe,tombe.(Ducha6ek)
動 詞 の反 復 が つ ね に 進 行 相 を 表 わ す と は 限 ら な い 。 行 為 の 反 復 また は 魂 の
動 き を 表 わ す ぼ あ い もあ る。
Ilentassaitadagesuradage,Ilcomψilait,compilait,comψil.a t.(Vo1-
taire)
§11.起 動 相(aspactinch。atW。u;ng「essil)
動 詞 が 行 為 の 関 始 を 表 わ す ば あ い,そ の 動 詞 の ア ス ペ ク トは 起 動 相 で あ
る 。 近 く行 な わ れ る行 為(actionimminente)を表 わ す 動 詞 表 現 も この 種 の
ア ス ペ ク トに 含 まれ る。 起 動 相 は 次 の 手 段 に よ り表 わ さ れ る。
ブ ラソス語に おけ るアスペ ク トとそ の構成因子 につ いて (87)
(1)動 詞 の 意 味 内 容 。comlnencer・recommencer・semettre・seremett「e・
sゴ6panouir,s,emporter,s'enflammer,s,endormir,s,encol6rer,d6marrer,
d6chaineξ,d6cle璋cher,6gayer,6chauffer,s,61ancer,etc.
(2)準 助 動 詞 。commencerb,recommencerb,semettreb,seremettre
b,seprendres/b,partirb,etc.の い わ ゆ る ア ス ペ ク トの 助 動 詞 は 動 詞 不 定
形 を 伴 な っ て 起 動 相 を 明 示 す る 。
Ilcommencedgotiterlebonheur.(Chateaubriand)
Ilssemirentalorsdtrotterdoucement.(Maupassant)
Alalongue,ilseprit∂lediresansysonger.(C.Farr壱re)
、Noussommespartisあrire.
上 と 同 じ 動 詞 は 補 語 名 詞(目 的 補 語 ま た は 状 況 補 語)を 伴 な っ て 行 為 の 開
始 を 示 す こ と が で き る 。
Ilm,amisaucourant,enfureur,encolさre,dansunegrandeColさre.
11semitenmarche,enmouvement,
Mettreentrain,enservice,envente,enaction,enpratique,en
usage・
Prendreparole,connaissance,lecontact,lafuite,lamaladie,etc.
③ 状 況 補 語 。 行 為 の 開 始 が 副 詞 句 に よ っ て 示 さ れ る こ と が あ る 。,
D'slors,ild6cidadepartir.(LePetitRobert)
11二ya4ixminutesgubnvouscherche.・
(4>物 語 体 不 定 形 。 物 語 体 不 定 形(infinitifdenarration)は行 為 の 開 始
の 意 味 を 含 む 。 す な お ち 成 就 し た 事 実 と し て の 行 為 の 発 端 を 示 す 。
Ainsiditlerenard-etflatteursa'applauair.(LaFontaine)
Etpainsd,6picedevoleradroiteetagauche,etfillesetgargons
de・ooω〃,4es'entasserets'estropier.(J.-J.Rousseau)
　
(5)前 置 詞 。 ど き に は 前 置 詞 が 動 詞 に 開 始 の 意 味 を 与 え る こ と が あ る 。
Tuvas4anslaviecommeunTurc,enriant,entrouvantque七 〇ut
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estbien,quetou七estfacile.(J.Anouilh)
近 く行 な わ れ る 行 為(actionimminente)は,次 の 方 法 に よ り 表 わ さ れ
るo
(1)準 助 動 詞aller+不 定 形 。 こ の ば あ い,allerは 直 説 法 現 在 ま た は 直 説 ・
法 半 過 去 に お か れ る 。 〈allerの直 説 法 現 在+不 定 形 〉 は 近 接 未 来(futur
Prochainouimm6diat)とよ1まれ る 構 成 で あ る 。
Qu'est-cequeleSeigneurvadonneracethommeP(V.Hugo)
Jevaisallertravaillerblabibliothさque,(sartre)
準 助 動 詞al]erが 半 過 去 に お か れ る の は,過 去 の あ る 時 に 対 し,そ の 直 後
の 行 為 が 問 題 と な る ば あ い で あ る 。
Leconcertallαitcommencer.(RRoland)
EUe6taitdescenduechezlesBarbataneaParjs,elleallaitrepartir
poursaprovince.(Aragon)
近 く行 な わ れ る 行 為 は くaller+不定 形 ・ の 構 成 以 外 に も,devoir,vouloir,
6treenvoiede,6treenpassede,etreprさsde,etrepour,etc.セこ よ っ
て も表 わ さ れ る 。
Sonprocさs40itpasserprochainement.(Grevisse)
IlveutPleuvoir.(Brunot)
Ilestenvoiedergussir,des'ac,commoaer.(Grevisse)
H61as!cesontcesm6meshommesquisontenpassedenousgou-
vernerdemain.(A.Gide)
IlestPrsaePartir.(Grevisse)
Celan'estpas・pouraurer.(Moli合re)
Elleenaeudesmauxpourmoi,maman!eUeavaitquarante-deux
a耳squandellea4彪po・urm',avoiγ・(Goncourt)
(2)状 況 補 語 。 前 項 の 準 助 動 詞 は し ば し ば 時 の 状 況 補 語 に よ っ て 補 強 さ
フ ランス語 におけ るアスペ ク トとそ の構成 因子 につい て (89)
れ る 。 ま た,準 助 動 詞 を 使 用 せ ず に,状 況 補 語 の み に よ っ て 間 近 な 行 為 を
表 わ す こ と も あ る 。 主 要 な も の は,bient6t,aussit6t,imm6diatement,b
l,instant,hlaminute,avantpeu,souspeu,avantlongtemps,prochaine-
ment,toutal'heure,toutdesuite,etc.であ る 。
MmeGarciavavenirtout4esuite・(A.Maurois)
Jesuishvoustoutdl'heure,j'aiquelquespapiersbbrdler.(vigny)
Ilviendraaussit6t(imm6diatement).
§12.終 結 相(aspectterminatil)
動 詞 が 行 為 の 終 結 を 表 わ す ぽ あ い,そ の 動 詞 の ア ス ペ ク トは 終 結 相 で あ
る 。 終 結 相 は,最 近 完 了 、し た 行 為actionr6cemmentaccomplieを 含 む 。
終 結 相 は,次 の よ う な さ ま ざ ま な 手 段 に よ り表 わ さ れ る 。
(1)動 詞 の 意 味 内 容 。finir,terminer,achever,accmPlir・cesser,accourir・
arriver,atteindre,parcourir,parfaire,parvenir,remporter,d6chiffrer,
d6col6rer,d6chiqueter,d6couper,d6b義ter,d6bloquer,etc.
(2)準 助 動 詞 。 上 の 動 詞 の あ る も の は,finirde,finirpar,acheverde,
cesserde,etc+不定 形 の 構 成 で 準 助 動 詞 と し て 用 い ら れ る 。
Ilafinided6jeuner.(Bonnard)
Elleesp6raitquesilepetitfrさrepersistaitavivre,onfiniraitpar
prendrelar6solutiondeletuer.(Ch.-L.Philippe)
J'aiachev94erangermespapiers.(A.Gide)
Touteslesfoisquej'aicessgd'aimerunefemme,jeIeluiaidit・
(A.deMusset)
(3)迂 言 法 。prendrefin,toucherasafin,mettrefinb,mettreterme
b,arriverbsafin,arriverasonterme・etc・の 終 結 を 意 味 す る 動 詞 句 を
使 用 す る 。
Lar6unionaprisfintrさstard,(LePetitRobert)
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Lanuitmitfinaucombat.(LePetitRobe7t)
Elletouchaitenfinautermedesestribulations.(MartinduGard)
Cet七eblessuremittermebsonactivit6.
(4)状 況 補 語 。 終 結 相 は ま た 副 詞 あ る い は 副 詞 句 に よ っ て も表 わ さ れ る6
11achant61echantj秘5gu〆dlafin.
Ilabujusgu'atibout.
Ilabulecalicejusgu'δlalie.
最 近 終 わ っ た ば か り の 行 為(actionr6cemmentaccmplie)は 次 の 手 段 で
表 わ さ れ る 。
(1)準 助 動 詞 。 〈venirde,nefairequede,sortirde>は,不 定 形 を 伴
な っ て,最 近 終 わ っ た ぽ か りの 行 為 を 表 わ す 。
'
こ れ ら の 準 助 動 詞 の う ち,も っ と も 一一般 的 な の は 《venirde・で あ り,近
接 過 去(pass6r6cent)と 呼 ぽ れ る 。venirは,直 説 法 現 在 ま た は 半 過 去 に
お か れ る 。
Ilvientdemet616phoner.(Brunot)
Jeviensdequitterunami.(chateaubriand)
Lachaleurvenaitd'610igner,(Stendhal)
<nefairequede>も 直 説 法 現 在 ま た は 半 過 去 に お か れ る 。
Jenefaisguea'arriver.(Brunot)
Lesoleilnefaisaitguedeparaitre査Phorizonlorsquelefrさre
d,Am61ieouvritlesyeux.(Chateaubriand)
同 じ く くsortirde>も直 説 法 現 在 ま た は 半 過 去 に お か れ る 。
Tuvasenprendreunverreavecmoi,dit-el]e.-Non,merci,je
sorsd'avalerlemien.(E.Zola)
Ilso吻銘aeIireRousseau.Il6taitpleind'61ans…(RBenjamin)
フラ ンス語に おけ るアスペ ク トとそ の構成 因子につ いて(9レ)
ぐ　の
た だ し,《sortirde>のこの 種 の 用 法 は 通 俗 的 で あ る とい う。
(2)時 称 。 文 語 で は 前 過 去(Pass6ant6rieur),口語 で は 重 複 合 過 去(pass6
sutcompos6)が,最近 終 わ っ た ば か りの 行 為 を 表 わ す こ とが で き る。 前 過 去
も重 複 合 過 去 も,時 の 副 詞 節 に 用 い られ て,主 節 の 動 詞 が 表 わ す 行 為 の 直 前
に 完 了 した 動 作 を 表 わ す か らで あ る 。
Aussit6t,qu'ileutcompris】aplaisanterie,ilsemitarire.
Quandlecielm'aeu40侃6unefille,jel'aiapPe16eNo6mi.(Renan)
③ 状 況 補 語 。 最 近 終 わ った ば か りの 行 為 は,副 詞 の み に よ っ て も表 わ す
こ とが で き る。
()血es七votrefrさre～・-Ilsortdil'instant.
Ilニソaunmomentguejel'aiVU.
時 に は 副 詞 も省 略 され る。
ya-t・illongtempsquevous6tesaParis?-J,arrive.
§13.結 果 相(aspectr6sukatif)
結果相は終結相 の隣接 アスペ ク トであ る。終結相が行 為の完 了 または終止
それ 自体を表 わす に対 し,結 果相は,完 了 した行為の結果 であ る状 態 を表わ
す。
フランス語では結 果相 は,時 称(複 合時称)に よって表 わ され得 る。 しか
し,す でに述べ た通 り,時 称 は多価値 であ るか ら,時 称に よる結果相 の表現
は不完全 といわね ばな らない。
(1)複合過去。 現代 フラ ンス語 の 時称的価値 と しては,複 合過去(pass6
compos6)は単純過去(Pass6simple)に代 わ って 過去 の動作を 表わすが,
本来は複合過去 はいわ ゆ る現在 完了形 であ り,過 去に完了 した動作 の結果で
あ る現在の状態 を表わ した。 た とえば,J'aiecritunelettre・とい うとき,
avoirは今 日では 「所 有す る」 の意味を失 ない,過 去分詞 とともに複合時称
ωF.BRuNoT,Lα メ)ens6eθ'」αlangue、Paris,Masson,1927,p.486.
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を構成 し,単 純過去 と 等価 の過 去を 表わすが,古 くは,J'ai6crit(e)une
lettre.J'aiunelettre6crite.双方の構文 が行 なわれ,「私 は書かれた手 紙
をい まもってい る」 の意味であ った。 つ ま り,過 去に完了 した動作 の結果 と
しての現在 の状態 であ る。
この現在 完了す なわ ち結果相を表 わす複合過去本来の用法は,現 代 フラン
ス語 において も失 なわれたわけでな く,複 合過去 は今 日もなお,時 称的価値
以外に,ア スペ ク ト的価値 を もってい る(cf.§4.時称 とアスペ ク ト)。
Vousnelatrouverezplus:elleestmorte.
Jenel'aipasvudepuishuitjours・
Oh1neregrettonspasIepass6,murmura-t-eUe.Apf6sent,j,ai
tournilepage.(A.Gide)
複 合 過 去 が 現 在 ま た は 未 来 の 動 作 の 結 果 で あ る 未 来 の 状 態 を 表 わ す こ と も
あ る 。 こ れ は 前 未 来 の 代 用 で あ る 。
As-tubient6tfinidetemoquerdumondeP(RRolland)
Sijecommenceaujourd'hui,jen'enaipasfini・(RRolland)
複 合 過 去 は ま た 過 去 に 完 了 し た 事 実 を 現 在 と 連 関 す る 体 験 と し て 表 現 す
る 。 つ ま り,経 験 を 表 わ す 現 在 完 了 で あ る 。
Ilaidasafemmeadescendrelesmarchesdel,embarcadere,Pierre
Villiers,d6jbembarqu6,laregutpresquedanssesbras,etI'entendit
avecpr6cautionsurleschirazbariol6s_avecpr6caution,-L・-caron
avudeschavirerauquai,souslepiedd'unepassageretropbrusque
_(C.Farrさre)
(2)前 未 来 。 現 在 ま た は 未 来 の 行 為 か ら 結 果 す る 状 態 は し ば し ば 前 未 来
(futurant6rieur)によ っ て 表 わ さ れ る 。
Dansdeuxansj'auraipassimonbaccalaur6a七.
Etpuis,ilyatoutm6memoiquiaumiv'cuicisixans,(Benoit)
(3)そ の 他 の 複 合 時 称 。 そ の 他,前 過 去(pass6ant6rieur),重複 合 過 去
フ ラソス語 におけ るアスペ ク トとそ の構成 因子につ いて (93)
(pass6surcompos6),大過 去(plus-que-parfait),重複 合 大 過 去(plus-que-
parfaitsurcompos6),重複 合 前 未 来(fu七urant6rieursurcompos6),命令
法 過 去(imp6ratifpass6),条件 法 過 去(conditionnelpass6),条件 法 重 複
合 過 去(conditionnelpass6surcompos6),接続 法 大 過 去(subjonctifplus-
que-parfait)など,ほ とん どす べ て の 複 合 時 称 が 結 果 相 を 表 わ す こ と が で き
る。(紙数 の都合上,こ こでは,二 三の例を あげ るに とどめ る。)
11aurabient6teu46プ)ens61escentsfrancsquevousluiavezdonn6s.
Soツe2revenuspourdiner.
NousaurionseuerentreIar6colteavantlanui七,maisunoragea
6clat6.
§14.ア スペク トの複合性 とその表現手段の 多様性
以 上,§ §7～13に わ た っ て,フ ラ ンス 語 に お け る ア ス ペ ク トを7つ の ジ ャ
ロハ
ソルに分類 し,そ のおのおのの アクペ ク ト構成因子の 分類 と記述を 試みた
ω フランス語 の動詞 アスペ ク トのすべ てが この7つ の枠組 の中に収 め られ 得 るの
か?こ の7つ の枠組か らこぼれ落 ち るアスペ ク トが あ るのでは ないか?こ の
よ うな疑問や批 判が当然 出て こ よ う。
た とえば,い わゆ る完 了相(asPectPerfectif)と未 完了相(asPectimPerfectif)
は本稿 では設 けてい ない。Marouzeauは.完了相 につ いては 「終結 に達 した も
の として と らえ られ た行為 の アスペ ク トであ る。◎chercherが未完 了であ るのに
対 し,trouverは完 了的意 味を もつ」(Le」vigueaelaterminologielinguistique,
P・171)と述べ,未 完 了相につ いては 「行為 の開始 も終わ りも考慮せず,そ の経
過に おいて と らえ られ た行 為 のアスペ ク トで あ る」(ibid・,P・116)と述べ てい る
が,完 了相は本稿 の終結 相に,未 完 了相 は継続相 に相 当す る。 事 実,Duchaこek
は 「1時的,起 動的,あ るいは終結的性格 を もつ諸形態 は一般 に完了相で ある。
継続的,連 続的,漸 進的,反 復 的,習 慣 的,複 合的,あ るい は配分的 性格を含む
諸形態 はたい てい のばあい未 完了相であ る」(oP・cit・,p・183)と述べて い る。終
結相 と継続相 のほかに,完 了相 と未完 了相 の区別 を設 け ることは,問 題 をいたず
らに煩墳にす るのみで実際的 ではない よ うに思われ る。
また,強 調相(intensif)と緩和 相(att6nuatif)を設け ること も行 なわれ て い
るが,こ れは アスペ ク トの 問 題で ある よ りは,む しろ文体 論に属す る事柄 で あ
る。
そ の他,Duchaとekの指摘 す る複合相(multip1icatif)と配分相(distributif)
も継続相 ない しは反復相 の変種 で あ るか ら,本 稿 では独立 の アスペ ク ト。ジ ャソ
ルを設け ない。
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が,以 上 の分析か らフランス語には動 詞の アスペ ク トが存在す ることが確 認
で きる。
と ころで,こ のよ うに分析 されたい ろい ろなアスペ ク トは一般に相互 に交
錯 し合 ってお り,そ の結果,あ る動詞が単 一なアスペ ク トを表わす ことは稀
で,た いていのばあいには,あ る動詞 または動 詞句 は2つ か3つ の アスペ ク
トを同時 に表わ してい る。 た とえぽ,
Chaquematin,ilm,aparl6desestravaux.
においては,動 詞は反復相 であ り継続相であ る。そ して時には文脈 に よ り結
果相を表わす こともあろ う。 同様に して,
Ilachant61echantjusqu'blafjn,
では,終 結相 と継続相 が認 め られ,ま た,
Etlaneigetombe,tombe.
では,継 続相 と進行相 が認 め られ る。 アスペ ク トの表われ方の この よ うな性
質か ら,ア スペ ク トの複合性を結論づけ ることがで きる。
次に,ア スペ ク トの表現因子その ものについては,§§7～13で詳 しく見 た
通 り,さ まざまな方法が用 い られ るわけであ るが,そ の主要 な ものは,動 詞
の意味 内容,時 称,状 況補語,迂 言法,準 助動 詞な どで あ る。 これ らの アス
ペ ク ト構成 因子 の働 き とその相互関係 を要約 して第2の 結論 としよ う。
まず,第1に,動 詞 に内在 す る意味 内容は潜在的であ り,特 定 の文 脈 と状
況に おいては容 易に 変化を蒙 る(§斗)と はいえ,あ る限 られ たば あいには
動詞 の意味内容 がそれ 自体充分に アスペ ク トを示 し得 る。 しか し大部分 の動
詞は いか なるアスペ ク トを も示 さなか った り,ア スペ ク ト表 示の力が乏 しい
ため,次 の第2以 下 の方法 に訴え る ことにな る。
第2に,時 称は さまざまな アスペ ク ト表現 の因子 とな ってい る(§§7,8,
9,12,13)。しか し,多 くのばあい時称 の アスペ ク ト的価値 はかな り制限 さ
れ ている。た とえば,半 過去形 は継続相 を表わすが(§8),そ れ は 「過去に
おけ る」継続 に過 ぎない。 また半過去 は継続相 以外の アスペ ク トを も示すほ
フラ ンス語 に おけ るアスペ ク トとそ の構成因子 について (95)
か,本 来の時称的価値 も多様である。このことは他の時称についても一般に
事情は同じであ り,時 称はきわめて 多価値だ と い うことができる。 その結
果,多 くのばあい,時 称のアスペ ク ト的価値は,さ まざまな状況補語に助け
られては じめて明瞭になる。時称のアスペク ト的価値は,今 まで考え られて
いた よりも遙かに流動的でかつ微妙である。
第3に,上 に述べた時称のアスペク ト的価値の流動的で微妙な性格か ら,
必然的に状況補語が重要 な役割を担 うことになる。事実,§§7～13のアスペ
ク ト・ジャンルのすべてにおいて,状 況補語がアスペク トを明示するために
重要な働きを演 じていることをわれわれは如実に見たのである。
第4に,迂 言法は動詞のアスペ クト的性格が微弱であった り,あ るいはそ
れを全然欠 くぽあいに,類 義表現によってアスペ ク トを明確に示す重要な統
辞論的意味論的方法である。 迂言法は,一 般に 単純動詞を 動詞句によって
置 き換えるが,そ のぼあい,動 詞句は 「動詞+名 詞」の構成をとることが多
いo
第5に,迂 言法 と並 んで,準 助動詞 の使用は アスペ ク トを明示す る重要 な
因子であ る。迂言法が動詞それ 自体を別の動詞句 で置 き換 え るに対 し,準 助
動 詞は,そ の名 の通 り本動詞の前 に置かれ て助動詞的に用 い られ る。
アスペ ク ト表現 にはその他の因子 もあ ることはすでに見た通 りであ るが,
フラ ンス語では一般に これ らの5つ の主要 な因子が ケ■・…ス ・バイ ・ケP-・一スで
併 用 され る。 もちろん,こ れ らの因子 のいずれか1つ だけが用 い られ るぽあ
い もあ るが,た いていのばあいには,こ れ らさ まざまな因子 の うちの2つ あ
るいは3つ が相互に協力 し合 って アスペ ク トを よ り明確にす る。 この よ うな
現象 は,フ ランス語が形態 的段階 においてアスペ ク ト表示 の均質的方法に欠
けてい ることか ら起 こるのであ るが,逆 に言 えば,フ ランス語は アスペ ク ト
表 現のために実に豊かな手段 を擁 しているのであ る。
さ らに付言す るな らば,従 来 「アスペ ク トの助動詞」 と呼 ばれ る因子 のみ
が繰 り返 し的に観察 され る現象 として文法範疇に属す るとされ て来 たが,そ
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れ以外の因子 も同 じく繰 り返 し的な規則的現象であるのみならず,上 に見た
通 りアスペク ト表現の諸因子の相互的連関性が 確認される以上,「 アスペク
トの助動詞」以外の因子にも充分な顧慮が払われるべきである。
